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はじめに
世田谷区太子堂3丁目に，今回調査した旧原乙
と
未
み
生
お
邸が
ある（以下原邸と称する）。原邸へは，東急世田谷線の三軒
茶屋駅から徒歩約10分である。同駅から茶沢通りを北に
しばらく進むと，右手に太子堂郵便局が見える。そこから
次の十字路を右折（東）して，道なりに行く。今はもう面
影はないが，この道は円泉寺へ至るかつての参道である。
やがて左手（北）に急な坂道があらわれる。この坂をほぼ
上り切ったところの木々に覆われた一角に，目指す原邸が
ある（図1）。
原邸を調査することになったのは，筆者と同じ大学の太
田鈴子先生（現，人間文化学部日本語日本文学科特任教授）か
らの情報提供による。太田先生から，太子堂に昭和戦前の
洋館があるので関心があれば見て欲しいと言われた。
平成26年9月25日，原邸を訪問し，相続者の一人で同
邸を管理されている遠藤智子氏と面会した。当該住宅に関
する図面資料等はないため，一目で建築上の価値があると
わかるこの昭和戦前の住宅の調査をお薦めし，後日，ご快
諾を得た。
翌平成27年4月11日，学生を伴って再訪し，調査の日
程を決定した。参加者，日程ならびに調査内容は以下の通
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りである（肩書は調査時のもの）。
調査参加者
内田 敦子（昭和女子大学生活科学部環境デザイン学科助教）
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高橋 由香里（元日本女子大学家政学部住居学科研究生）
日程ならびに調査内容
平成27年5月 2日:写真撮影，平面図のスケッチ，聞き
取り
5月 3日:平面図の実測，ドローンによる空中
撮影（遠藤智子氏の夫，諭氏の操縦に
よる。）
5月16日:展開図用（和室）のスケッチ，配置
図用の屋根の実測
5月24日:展開図用（応接室）のスケッチなら
びに実測，聞き取り
5月30日:展開図用（和室）の実測，立面図な
らびに敷地図のスケッチ，痕跡調査
以上の日程で原邸の悉皆調査を終えた。その後時を置い
て，翌平成28年3月中旬，遠藤氏に連絡して近況を伺っ
たところ，この5月に土地家屋を売却することになったと
の返答があった。
そこで，筆者はこれまでの調査を急ぎ見直した。復原考
察ならびに記録保存をする上で，調査漏れがあったため，
平成28年3月22日，25日，4月14日，5月8日の日程
で追加調査を行うこととした。
このように，原邸の悉皆ならびに追加調査を通じて現状
の把握に努めるとともに，とくに本稿では以下の諸点を明
らかにする。
①建築年の推定
②創建時の施主ならびに当該住宅に関係した人々の経歴，
部屋の使い方等
③聞き取りならびに痕跡調査に基づいた創建時から現在
までの建物の変遷
④文献ならびに既往の研究成果を踏まえた原邸の建築上
の特徴
1.家屋概要
原邸は，先述したように急坂の上の高台に位置する。敷
地は不整形な鉤形で，道路に面した東に一対の門柱がある。
この花崗岩製の門柱向かって左に原乙未生の，右に伊藤潔
の表札が残る。門柱から玄関までは緩やかに上りながら蛇
行し，かつて敷かれていた石畳が部分的に残る（図2）。木
造2階建てで，建物の西面に付属する物置（押縁下見板），
その隣の台所（竪羽目板）を除いて，外壁全面はモルタル
仕上げである（図3～8）。
原邸は主屋と別棟（離れと呼ぶ）からなる（図9）。主屋
は敷地に対して南北軸をやや東に振っているのに対して，
離れは南北軸に立つので，両者の配置はく
・
の
・
字
・
を逆にした
ようになる。
原邸の外観の特徴は東ならびに南面に見られる。まず東
面にある玄関口は外壁から半間後退して設けられ，玄関左
脇の窓を含めて鉤形に切り取った開口となる。高基礎（地
上から550～680mm）で，玄関口へは4段の外階段が付く。
東面1階向かって左半分が張り出し，縦長の開き窓を設け
る。その2階中央にも同様の窓を付ける。これら1，2階
に急傾斜の大屋根が架かり，北側の屋根は腰折れとなる。
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図1 原邸は坂道の上の高台にある。
図2 原邸の配置図
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図3 門扉から原邸を見る。
図5 外観南面
図4 外観東面
図6 外観北面
図7 外観西面（物置は押縁下見），屋根に換気用の屋根窓が付く。
図8 外観西面（台所は竪羽目板）
図9 離れの外観（東面）
南面については，向かって右から左に段々と部屋が張り
出す。中央の部屋の前面には縦長の両開き窓が付き，その
前をテラスとし，テラスの中央に3段の階段を設ける。そ
の2階部分は3方に開口部があり，軒の出の深い庇が付く。
間取りについては，1坪の玄関土間に続いて1間幅の広
めの廊下がある（図10）。この廊下の北側には便所，納戸
（女中室）があり，廊下の先（西）に台所がある。他方，南
側には応接間と和室（6畳）が並ぶ。
この和室の南には3対の両開き戸を持つ4畳大の洋間
（ベランダと呼ぶ）があり，テラスに出入りできる。台所の
北側に洗面所と洗濯室を持つ浴室があり，台所の南側は茶
の間となる。茶の間の南には4畳大の洋間（縁側と呼ぶ）
が付く。納戸の北側に廊下が延長され，離れへと至る。離
れは8畳の和室に，4畳大の洋間が付く。
2階へは途中に踊り場のある曲がり階段で行く（図11）。
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図10 1階平面図
図11 2階平面図
上がり切ったところに1坪の踊り場があり，6畳間2室に
通じる。これら2室のうち，西側の部屋の南には洋間（ベ
ランダと呼ぶ）が張り出す。
屋根については，東西軸を棟とする切妻造りの大屋根を
架け，その中央に今度は南北軸を棟とする切妻屋根を載せ
る。2階の切妻屋根は西方向に大きく流れているため，起
伏のある造形を見せる。なお，台所の真上の屋根に換気用
と思われる屋根窓（図7，開口部は閉鎖）が付く。
洋瓦葺きを主体とするが，1階のベランダの上をトタン
（亜鉛鉄板）葺き，縁側の上，物置の上，そして2階ベラン
ダの上をトタン瓦棒葺きとし，台所の張り出し部分の上を
トタン平葺きとする。応接間東側の庇は銅板の平葺き，離
れへ至る廊下部分は和瓦葺き，離れは切妻造りの波形トタ
ン板葺きで，西側の下屋庇をトタン瓦棒葺きとする。小屋
組は和小屋である。
2.遠藤智子氏ならびに田渕佐智子氏からの聞き取り
遠藤智子氏（昭和36年生まれ）は原乙未生の孫（三女千恵
子の娘）に当り，ここで生まれ育ち，平成元（1989）年ま
で居られた。田渕佐智子氏（大正11年生まれ）は，乙未生
の次女で昭和31（1956）年まで同居された。
以下，原乙未生に関する文献を参照しながら1），聞き取
った内容をまとめる。
原乙未生（1895～1990）は福岡県に生まれ，大正4（1915）
年陸軍士官学校を卒業する。その後東京帝国大学に員外学
生として入学し，同大を大正12（1923）年に卒業する（卒
業論文は「戦車設計」）。以後，陸軍砲兵大佐，陸軍少将とな
り，この間英国とドイツに駐在するなど，戦車開発の中心
的な役割を果たしたという。そして，昭和18（1943）年に
陸軍中将となる。
妻との間に，2男4女をける（このうち長女は若くして
病死）。原一家は大正12（1923）年から昭和19（1944）年の
暮れまで東京阿佐ヶ谷に住む。その後戦局が激しさを増
すなか，一家は疎開先を求め，神奈川県橋本に家を借りる。
橋本に住んだのは，乙未生が昭和17（1942）年から相模陸
軍造兵長を兼務しており，勤務先から近かったことによる。
昭和20（1945）年5月頃，乙未生の広島への赴任に伴っ
て一家は転居する。ただし，次女の佐智子氏は勤務（南多
摩高校教諭）の関係でそのまま橋本に残り，三女千恵子は
戦時中に結婚していたために同行していない。同年8月6
日，広島に居た一家は被爆する。乙未生は生き残ったが，
妻と子供3人（2男と四女）を亡くしている。
この間，昭和20年5月25日の空襲（山の手空襲）で阿
佐ヶ谷の家は焼失しているので，終戦後の数年，一家は橋
本で暮らす。そうこうするうちに，乙未生は軍関係者から
世田谷区太子堂に適当な住宅があることを知らされる。後
年，千恵子はそのときの経緯を次のように回想している2）。
「阿佐ヶ谷の家が焼け，都内に帰る所が無くなった父を，
同期生の橋本秀信様（元陸軍中将，1895～1991:筆者註）が心
配して下さり，御自宅の近くの此の太子堂の家を見つけて
下さいました。そして綾部橘樹様（元陸軍中将，1894～1980:
筆者註）が，まだ交通不便だった神奈川県橋本にいた父に
代わって，実地検分をして下さった結果，父は迷うことな
くすぐ決め，未だ家には困っている人が多かった昭和二十
六年に引っ越すことが出来ました。（中略）阿佐ヶ谷の応接
間にあった家具調度や応接セットは戦災を免れ，そのまま
此の太子堂の部屋に置かれました。若い時，母と一緒に選
んだ古めかしい時代物の椅子も修理を重ねて，決して捨て
ようとはしませんでした。」
このように原乙未生は，当該住宅を昭和26（1951）年に
購入した。智子氏によると，阿佐ヶ谷の家が現在の住まい
と似たような洋館で，とくに応接間の雰囲気が似ていたこ
とも購入する際の決め手となったようだという。阿佐ヶ谷
の家の外観写真が残る（図12）。写真から，急傾斜の屋根
と縦長の開き窓のある洋間を持つ和洋折衷住宅であったこ
とがわかる。
太子堂の家には入居時，乙未生のほか佐智子氏，三女
（千恵子）とその夫の伊藤潔（元陸軍少佐）が同居する。伊
藤家にはすでに長男（昭和22年生まれ）がいて，後に長女
（智子氏）が生まれる。また，入居後，乙未生は再婚（縣薫，
昭和38年に死亡）しているので，原邸には，多い時で，乙
未生夫妻，佐智子氏（昭和31年まで同居），そして伊藤家の
6人が暮らしている。
なお，乙未生は戦後，日本兵器工業会常任理事，いすゞ
自動車（株）顧問，防衛庁技術研究本部顧問などを務めて
いる。平成2（1990）年11月16日，天寿を全うし95歳で
亡くなる。
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図12 阿佐ヶ谷の家の外観
原家と伊藤家の同居後の各部屋の使い方は以下の通りで
ある。
・2階西側の6畳間:乙未生夫妻の寝室
・離れ:次女佐智子氏が結婚する昭和31（1956）年まで使
用し，その後は智子氏の兄が使う。
・応接間:入居後，隣室との境にある引分け戸の前にピア
ノを置いた（千恵子が使用）。なお，応接セットは阿佐ヶ
谷から橋本に移る際に持ち出したもので，昭和初期のも
のという（図13～15）。
・応接間隣接の6畳間:伊藤家夫妻の寝室で，智子氏は小
学生の頃まで同衾する。
・2階東側の6畳間:伊藤潔の姪が大学生時代（4年間）に
使用，その後，智子氏が中学生になったときから使う。
・女中は昭和26年の入居後の2，3年住み込みで居た（伊
藤潔の郷里浜松市の出身者）。
遠藤智子氏によると，当該住宅は関東大震災後に伊藤姓
の人が建てた。この伊藤某は遺産相続時に早く換金してし
まいたかったので，乙未生は手ごろな値段で買えたとい
う3）。同姓であるが，智子氏の父伊藤潔の血筋とは関係な
く，職業などそれ以上の事はわからないとのことだった。
乙未生入居後の主な増改築を以下にまとめる。
・離れは，昭和26（1951）年の入居直後に増築。
・昭和30年代半ば（1960年頃），物置を増築。
・昭和37，38（1962，63）年頃，1階に「縁側」を増築。
・昭和45（1970）年頃，便器を洋式に変更。その前は小便
器と和式便器があった。
・昭和55（1980年代）年以降，離れの西側を増築。
佐智子氏によると，入居時，離れへ通じる廊下と主屋と
の境に出入り口があったという。
3.原邸の施主について
原乙未来が昭和26（1951）年に土地ならびに建物を購入
したことを登記簿で確認すると，以下の記載が見出せた4）。
・昭和26年2月19日受付，「世田谷区太子堂町83番地，
伊藤誠ノ為メ所有権ヲ登記ス」
・昭和26年2月19日受付，「木造瓦葺2階建，建坪 26
坪5合，2階11坪2合5勺」
・（付記）昭和26年5月11日受付，「昭和26年3月14日，
其住所ヲ目黒区中目黒3丁目984番地ニ移転シタルコト
ヲ付記ス」
・昭和26年5月11日受付，「同年4月18日，売買ニ依リ
神奈川県高座郡相模原町橋本259番ノ3 原乙未生ノ為
メ所有権ノ取得ヲ登記ス」
このように当該地の所有者は伊藤誠で，原乙未生は昭和
26年4月，土地ならびに建物を購入したことが判明する。
さらに，土地登記簿をって当該地について調べてみる
と，以下の記載（一部省略）があった。
昭和2年6月2日受付，「同年3月2日，家督相続ニ依
リ荏原郡世田谷町太子堂83番地 伊藤誠ノ為メ所有権ノ
取得ヲ登記ス」
以上から，伊藤誠は昭和2年に当該地を相続したことが
わかる。伊藤誠ならびに住所を手掛かりに『日本紳士録』
を調べると5），以下の記載があった。
34版（昭和5年）から，「荏原，中目黒，984」
37版（同8年）から，「目黒区中目黒3ノ984」
39版（同10年）から，「地主，目黒区中目黒3ノ984」
46版（同17年）から，「地主，目黒区中目黒3ノ984，志
保澤方」
（ただし，再出の版は省略）
伊藤誠については，昭和5年刊行の『日本紳士録』が初
出で，同10年刊行のものから，地主と加筆されている。
『日本紳士録』の掲載情報は，刊行の1～2年ほど前のもの
なので，伊藤は昭和3，4年には太子堂以外に中目黒に土
地家屋を所持していたことになる。また，その記載内容か
ら，伊藤の本宅は中目黒にあり，太子堂の方は貸家であっ
たと思われる。
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図13 昭和初期の椅子 図14 ソファー 図15 肘掛け椅子
4.原邸の建築年について
調査時に原邸の小屋裏を覗いてみたが，棟札や幣串はな
かった。当該住宅の記載は昭和26年の登記簿ではじめて
なされたので，正確な建築年は突き止められない。
遠藤智子氏に，固定資産課税明細書に記載の築年を尋ね
ると，「昭和2年築」とのことであった。同明細書に従え
ば，昭和2年は伊藤誠が家督相続をした年である。しかし，
相続前あるいは相続後に新築した可能性も否定できない。
ところで，当該住宅のもともとの地番である83番地は，
その後分筆され，原乙未生が購入した昭和26年の登記簿
では，地番は83番地5ならびに87番地5となっている。
土地台帳では，これらは昭和5年に分筆されていた。この
記載に従えば，当該住宅は昭和2年ではなく，昭和5年以
前にはれないという解釈もできる。いずれにせよ正確な
建築年は不詳と言わざるを得ず，幅を持たせて昭和初期と
する。
5.主要諸室について
1）玄関（図16～18）
玄関ドアは内開きで，模様（枝葉）入りガラスを嵌め込
む。ドアの横幅は1069mm，高さは1927mmあり，とく
に横幅が大きい。土間は1坪あり，土間の北側に片開きの
窓が付く。床は人造石塗研出し仕上げ（テラゾ）で，その
四周に白タイルを嵌める。真壁造りで，板張りの腰壁の上
を漆塗りとし，天井はクロス仕上げである。水勾配があ
り，土間からの天井高は2917mm～2933mmである。
2）廊下（図19，20）
土間から段差125mmの上がり框から先は1間幅の廊
下となる。真壁造りで，床は縁甲板張り，竪羽目板の腰壁
の上を漆塗りとし，天井は玄関と同じくクロス仕上げで
ある。天井高は2729mm。
廊下西側の左半分に階段室，右半分に両方向に開閉する
自在戸があり，階段側に嵌め殺しの欄間窓が付く。他方，
廊下の東側には造り付けの地袋があり，出窓を設ける。こ
の地袋は，高さ465mm，奥行442mm，横幅1267mmで，
天板に厚みがあり，2人掛けができるベンチとしても使える。
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図16 玄関土間
図17 玄関内部
図18 玄関ドア（模様入りガラス）
図19 廊下の西側を見る。
3）応接間（図21～25）
洋間でありながら，廊下と同じく真壁造りのように柱を
見せる。敷き詰められたカーペットをがしてみると，板
張りであることがわかるが，更新されている。壁は腰まで
板張りで，そこから上は水色の漆塗りとする。天井は白
漆仕上げで，井桁の中心飾りを持つ。天井高は2574mm
で，天井面の北側両端に換気口がある。
東面には床の間のような落とし掛けを持つ垂れ壁が付く。
垂れ壁の先には，中央を両開き，その両脇を片開きにした
出窓があり，前方にソファーを造り付けにする。北面向か
って右手，腰壁の上にガラス扉付きの本棚がある。このガ
ラス扉に幾何学的に組み込まれた桟は，出窓のそれと共通
する。西面の中央を引分け戸とし，向かって左手にガラス
戸を設ける。このガラス戸はベランダに通じる。そして南
面の出窓には，片開き窓が4枚付く。
4）和室6畳（図26）
真壁造りで，漆壁ならびに竿縁天井を持つ。天井高は
2578mm。南側に4畳大のベランダが付き，ベランダと
の境に欄間付きの4枚のガラス戸を設ける。
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図20 廊下の東側を見る（玄関脇に2人掛けのベンチ）。
図21 応接間の天井中心飾り
図22 応接間東面
図23 応接間北面
図25 応接間南面
図24 応接間西面
5）ベランダ（図27）
南側に3対の両開き戸を付け，テラスに出入りできる。
真壁造りで床は板張り，壁は漆仕上げで，天井をクロス
仕上げとする。天井高は2347mmである。
6）茶の間（図28～30）
6畳間の真壁造りで，長押を回す。西面の中央に地袋が
あり，その上に3対の片開き窓を設けて書院風の造りとす
る。その左右に半間幅で両開き戸を持つ，造り付けの押入
れがある。壁はクロス仕上げで，半畳の掘り炬燵がある。
竿縁天井で，天井高は2714mmである。
7）縁側（図31）
茶の間の南側に4畳大の部屋があり，「縁側」と呼ぶ。
真壁造りで茶の間との境に建具ならびに敷居はないが，2
本溝の鴨居と欄間が残る。縁側の床は板張りで，壁はクロ
ス仕上げ，天井は合板張りで，天井高は2269mmである。
縁側の3方向に開口部があり，東西に引き違い窓，南に欄
間付きのガラス戸4枚を設ける。
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図27 1階ベランダ
図26 和室6畳
図28 茶の間西面
図29 茶の間北と東面
図30 茶の間掘り炬燵
図31 縁側
8）台所（図32）
流しの設備，壁ならびに天井は更新されている。L字型
のキッチンが置かれ，西面を出窓とし，その脇に土間付き
の出入り口を設ける。天井高は2451mmである。外観に
現れている屋根窓は，台所の中央に位置し，かつては屋根
窓に通じる換気口が天井にあったと推察する。
9）納戸（女中室）（図33，34）
真壁造りのもと女中室（2畳）で，2面（西と南面）に出
入り口があり，それぞれ引戸が付く（うち西面のものは更新）。
1間幅の押入れは3段に分かれ，下段をそのまま空け，上
2段に襖を入れる。床は板張りで（かつては畳敷きか），漆
壁とする。北面に両開き窓が残る。竿縁天井で，天井高
は2721mmである。
10）便所（図35）
すっかり更新されているが，北面の2か所に両開き窓が
残る。入居時は小便器と大便器があり，両者の間にドアが
あったという。
11）浴室（図36～38）
広い洗面所（窓は引違いアルミサッシュに更新）の奥に，
洗濯室を挟んで浴室を設ける。浴室は舟底天井を持ち（天
井高2500mm），腰まで白タイル（152mm角）張りで，そ
の上を漆仕上げとする。床はモザイクタイル（25mm角）
張りで，バスタブの1面にタイル張りが残る。窓はアルミ
サッシュに更新されているが，戦前のものと思われるロー
ソク球型の照明がある。
なお，入居時はガスの外炊きで，焚口は現在の物置側
（西）にあったという。
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図32 台所
図35 便所に残る開き窓
図33 納戸（女中室）
図34 納戸に残る開き窓
12）離れへの廊下（図39）
縁甲板張り，壁は漆仕上げで，舟底天井を持つ。東西
に引違い窓を設ける。東側に土間付きの出入り口があり，
ここを内玄関と呼んでいる。天井高は2300mm。
13）離れ（図40）
8畳の和室で，長押を回す。土壁仕上げ，天井は合板張
りで，天井高は2425mmである。東面向かって左半分を
収納（奥行461mm），右半分を地袋付きの書院とし，東面
一杯に天袋を付ける。南面に落とし掛けを持ち，幅1間奥
行半間の張り出しがあるが，床の間ではなく，アルミサッ
シュの引違い戸が付く。
この離れの西側に4畳大で押入れが付く洋間がある。床
は板張り，壁と天井はクロス仕上げで，下屋に合わせて天
井は傾斜している。
14）階段室（図41）
蹴上174～194mm，踏面270～280mmの勾配の緩やか
な階段（17段）で，昇降が楽である。階段室北側の2か所
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図39 離れへの廊下
図40 離れ（南面を見る）
図36 浴室
図38 浴室に残る照明器具
図37 浴室のタイル
に両開きの小窓が付く。竿縁天井で，2階の踊り場からの
天井高は2604mm。なお，階段室の壁の約半分は新しく
白塗りがされているが，これは東日本大震災後の補修であ
る。
15）2階西6畳（図42）
真壁造りで，西面に同邸で唯一の床の間がある。その脇
には地袋付きの棚がある。長押を回さず，竿縁天井の板は
更新されている。壁は漆仕上げ，天井高は2576mm。
北面向かって右手に障子戸，左手の腰壁の上に障子窓を設
ける。南側にベランダが張り出し，両者の境を4枚の横桟
入りのガラス戸で仕切る。
16）2階ベランダ（図43，44）
4枚のガラス戸は青みがかった白ペンキ塗りで，戸当た
りならびに上下枠を額縁のように回す。庇を受ける垂木が
現れ，天井面は傾斜する（天井高は2150～2559mm）。垂木
の成と幅はそれぞれ98mmと37mmで，垂木の間隔は
410mm，外の庇の出は870mmである。南面に，4枚の
引違い窓と半間幅の嵌め殺し窓を，これら窓の下にすりガ
ラスの窓を設ける。東西の窓はそれぞれ2枚の引違いとす
る。
17）2階東6畳（図45～47）
6畳の和室の南北両面をすべて押入れとし，東面に縦長
の窓を設ける。この窓の中央は両開きで，その両脇に片開
きの窓を組み合わせる。
壁と天井は漆塗りで，屋根の傾斜に合わせて，押入れ
の奥の壁ならびに鴨居から上の壁は内側に傾斜している。
西面の壁に換気口（縦150×横396mm）が付く。天井高は
2361mmである。
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図41 階段室
図42 2階西6畳
図43 2階西6畳からベランダを見る。
図44 2階ベランダ
図45 2階東6畳
6.創建時の茶の間 家族写真から
原家に残された家族写真のなかに，縁側が増築される前
の茶の間を撮影したものが数枚あった。そのなかの2枚を
紹介する（図48，49）。1枚は茶の間の室内から，もう1枚
は外から写したものである。写っている人物は遠藤智子氏
の兄伊藤節
たかし
氏で，撮影は昭和36（1961）年頃である。
これらの写真から，茶の間南面には腰壁の上の中央に両
開き窓が設けられ，その両脇に同じ形状の窓が付いていた
ことがわかる。両脇の窓は，茶の間西面をはじめ同邸に多
く残る片開き窓であったと考えてよいだろう。
ところで，茶の間南面の柱には被せ板が打ち付けられて
いる（図31，図50の矢印①②の箇所）。被せ板をがしてみ
ると，箇所①の柱面には窓台痕，貫穴，そして蝶番痕が残
り，同所に腰壁ならびに開き窓があったことが確認できる
（図51）。この窓台痕の床からの高さは583mmで，茶の間
西面の窓台までの高さと同じである。
他方，箇所②の柱の痕跡は貫穴だけである（図52）。し
たがって，箇所①と②の柱間一杯に窓が設けられていたの
ではなく，箇所②には壁が付いていたことになる。その壁
の幅は不明であるが，茶の間西面の窓（開き窓3枚）の幅
を参考に，2.5尺から3尺幅の壁が付いていたと推察する。
なお，茶の間と縁側との境に2本溝の鴨居が残るので，
縁側の増築後，これら2室を障子戸あるいはガラス戸で仕
切っていたと思われるが，智子氏ならびに節氏にもその記
憶はないという。
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図46 2階東6畳の押入れ
図47 2階東6畳の換気口
図48 増築前の茶の間 図49 増築前の茶の間
（撮影昭和36年頃，人物は伊藤節氏）
図50 茶の間南面の柱の被せ板（箇所①②）
図51 図50の箇所①の柱に残
る痕跡（蝶番痕貫穴窓台痕）
図52 図50の箇所②の
柱に残る痕跡（貫穴）
7.痕跡について
茶の間以外の室内の木部に残る痕跡ならびに明らかに後
補による造作箇所を示したのが図53，54である。以下，
箇所ごとに検討する。
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図53 痕跡図（1階） 図54 痕跡図（2階）
箇所 状況 考察
① ② 双方の柱面の同じ位置に貫穴が3か所あり，埋め木がされ
ている。
壁で閉じられていた。
③ ④ 双方の柱面に被せ板あり。またこれらの柱間の敷鴨居にも
被せ板。
当初は壁で閉じられ，原家入居前ここは出入り口であった。
⑤ ⑥ 双方の柱の下部に穴あり。 敷居が差し込まれていた。
⑦ 1本溝の鴨居が残る。 引戸があった。
⑧ 1本溝の鴨居が打ち付けられ，年代物の引戸が残る。 明らかに後補であり，かつてここに引戸はなかった。
⑨ 柱面に貫穴あり。 壁で閉じられていた。
⑩ 1本溝の鴨居があり，真下の敷居にレールの断片が残る。 引戸があった。
⑪ 留め金具とネジ留め具が残る。 引戸に鍵をかけていた。
⑫ ⑬ 双方の柱面3か所に蝶番の留め痕が残る。 現在の引違い戸ではなく，折りたたみ戸であった。
⑭ 柱間の敷居に留め金具痕が3か所残る。
⑮ ⑯ 柱の横に付け枠がある。 石膏ボードを止めた。
⑰ ⑱ 双方の柱面に被せ板が残る。 改修理由は不明。
1）箇所①②（図55）:①②の柱面の貫穴の大きさは90×27
mm，貫穴の上下の間隔は675mmで，ここはかつて壁で
閉じられていたことになる。
2）箇所③④（図56）:③④については，先述したように，
佐智子氏からの聞き取りでは，原家の入居前はここに出入
り口があった。箇所③と④の被せ板をがすと，双方の柱
面に貫穴の痕跡があり，さらに柱の外側には木ならびに
外壁のモルタル仕上げの断片が残っていた（図57）。つま
り，創建時に箇所③と④は壁で閉じられていたのである。
女中室に近いところに出入り口があった方が便利なため，
原家の入居前にここに勝手口が設けられたと考えられる。
箇所①②と箇所③④がともに壁で閉じていたことから，
ここは女中室の押入れと推察する。
ところで，入居後に増築された内玄関ドア（痕跡図のa，
図39）は年代物で，玄関ドアと同じく模様入りガラスが嵌
まる（図58）。箇所③④の現在の内法幅は781mm，高さ
1771mmに対して，内玄関のドアの幅は790mm，高さ
は1810mmである。箇所③④は改造され，柱間ならびに
敷鴨居に被せ板（厚み10mm）を回しているので，もとの
開口部は現状より大きいはずである。そのため，一回り大
きい内玄関のドアが原家入居前に箇所③④で使用されてい
た可能性がある。
3）箇所⑤～⑧:⑤と⑥に敷居を差し込んだ穴が残る
（図59）。2）で考察したのと同様に⑧の引戸（図60）が古い
ため，⑦（図61）に用いられていた可能性を検討する。⑧
の引戸は幅827mm，高さ1740mmに対して，⑦の柱間
の内法幅は808mm，高さは1768mmである。引戸の幅
は柱間以上のため条件を満たすが，高さは内法で28mm
足りない。
この引戸のある洗面所には同じく年代物のドア（痕跡図
のb）がある（図62）。そのドアの上下の框幅は，上框105
mm，下框129mmである。⑧の引戸の上下の框幅はそれ
ぞれ86mmと111mmである。仮に⑧の引戸が転用時に
削られ，もともと上框105mm，下框129mmであったと
すると，不足分は解消される。したがって，箇所⑦の引戸
が⑧で転用されていた可能性がある。
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図55 柱面に残る貫穴（痕跡図の②）
図58 内玄関のドアの模様入りガラス（痕跡図のa）
図56 元出入り口の開口部
の被せ板（痕跡図の④）
図57 箇所④の柱に残る痕跡
（貫穴） 図59 柱の下部に残る穴（痕跡図の⑥）
4）箇所⑨（図63）:被せ板と柱の隙間から貫穴（成90mm）
が見えるので，壁で閉じられていたことになる。
5）箇所⑩⑪（図64，65）:鴨居に1本溝，敷居にレールの
断片が残っているので，ここに引戸があったことになる。
さらに箇所⑪の柱には，ネジ留めの痕と留め金具が残る
（図66）。これらの痕跡は，引戸を廊下側からも階段室側か
らも閉じることができたことを意味する。
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図60 引戸（痕跡図の⑧）
図62 洗面所に残るドア（痕跡図のb）
図61 1本溝の鴨居（痕跡図の⑦）
図63 柱面に残る貫穴（痕跡図の⑨）
図64 1本溝の鴨居（痕跡図の⑩）
図65 敷居に残るレール（痕跡図の⑩）
図66 柱に残る留め金具とネジ留め具（痕跡図の⑪）
6）箇所⑫～⑭（図67，68）:戸当たりと上下枠が作る額縁
のような形状は，原邸の外壁に付けられた窓枠回りと同じ
であるため，箇所⑫⑬は外部に面し，蝶番痕からここに開
き窓が付いていたと考えられる。
ただ，敷居に残る3つの穴の意味を探る必要がある。そ
の大きさ（直径約12mm）から，開き窓の留め金具用の穴
と考えられる。同箇所の開口部の内法幅は2405mmで，
高さは1766mmである。同じ戸口である1階ベランダの
戸の幅は約600mmなので，2階にも同じ大きさの戸が入
っていたとすると4枚となる。
戸が4枚であれば，応接間南面の窓も参考になる。この
窓全体の内法幅は2423mmで，箇所⑫⑬のそれとほぼ同じ
である。ただ，応接間の場合はすべて片開き窓なので，柱
間には3か所に方立てが付く。しかし，箇所⑫⑬の敷居に
は方立ての痕跡はなく，3つの穴のみがある。そこで，同
箇所には2枚1組の折りたたみ戸があったと仮定してみる。
3か所の穴の間隔は，室内側向かって右から，586mm，
643mm，595mm，581mmである。
2対の折りたたみ戸を図解したのが図69である。3か所
の留め金具は各戸の縦框の端より15～27mm内側に付い
ていたことになる。1階ベランダの戸の縦框の幅は52～55
mmであるため，折りたたみ戸の框に留め金具を打ち付
けることができる（図70）。
7）箇所⑮⑯（図71）:漆壁ではなく，指で押すとたわん
だ。このことから，同箇所には表面を上塗りした石膏ボー
ドを使用し，その押さえとして両端に付け枠を打ったこと
が判る。
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図67 柱面に残る蝶番の痕（痕跡図の⑫）
図68 敷居に残る穴（留め金具用，痕跡図の⑭）
図69 2階西6畳の折りたたみ戸の図解
図70 1階ベランダの開き戸の留め金具
図71 壁に打ち付けられた付け枠（痕跡図の⑮⑯）
8）箇所⑰⑱（図72）:被せ板は柱の補修であろうが，その
理由は不明である。
8.床面積から見た入居前の状況
原邸の現在の床面積は1階113.38m2，2階37.19m2で
ある。先に紹介した登記簿によると，昭和26年入居時の
床面積は，1階26坪5合，2階11坪2合5勺であった。1
坪を3.3058m2として計算すると，2階は現状と同じであ
るのに対して，入居時の1階は87.60m2となり，現状の
床面積の方が25.78m2（7.80坪）大きい。
この増加分は，入居後増築した縁側と離れ，そして浴室
西側の物置なので，これらを除いて床面積を再計算する。
戦前は尺寸で設計しているので，調査で得た実測値を尺の
近似値に換算してみると，1階は88.84m2（26.875坪）と
なる。なお1.24m2（0.375坪）の差が出る。小差であるが，
登記簿上の数値とは一致しない。
ところで，台所の竪羽目板の外壁に開口部（ハッチ）が
あり，開けると隙間があった（図73）。ハッチから内壁ま
では約340mmで，内壁は目視では古いものではなかっ
た。ここにはガス管，水道管が通っているため，それを隠
すために改築し板で覆ったと思われる。
台所の改築について，田渕佐智子氏はよく覚えていない
とのことだった。そこで，改築の時期は不明であるが，入
居前の台所西側の壁は後退し，出窓となっていたのではな
いかと推察し，考察を加える。
台所の流し，調理台等の前にはしばしば出窓が設けられ
る。昭和初期の文献からは，出窓の奥行は1尺，1.2尺，
1.5尺など様々である6）。これらの数値を参考に，床面積
から出窓分を差し引く。その際，現在の台所にある出入り
口もその分だけ後退していたとすると，出窓と出入り口の
幅の合計は9尺（出窓部分6尺，出入り口3尺）となる。そ
して出窓の奥行を1.5尺とすると，丁度1.24m2（0.375坪）
となり，先の小差と一致する。
このように床面積から見ると，入居前の台所の西側は奥
行1.5尺の出窓であり，入居後に台所を改築したことになる。
では，出窓にはどのような窓が用いられたのか。奥行が
1.5尺（約45㎝）の場合，流しからの距離があるので，引
違い窓であったと思われるが，同時代の文献には開き窓の
例も見られる（図74）。以下，そのまま解説を引用する7）。
「流し台の向う一間を，奥行一尺五寸突き出し，タイル
を張ります。窓は一間ですから，中央に柱を入れて，半間
づゝとし，どちらも両開きの扉といたします。」
9.原邸の創建時の姿ならびに特徴
台所ならびに浴室回りの開口部が引違い窓あるいは開き
窓であったのかまでは判明しない。いずれにせよ台所と浴
室は建物の裏手にあり，人目に付かないため，創建時の原
邸の主要開口部はすべて縦長の開き窓（戸）で統一されて
いたと言える。
2階西6畳間の南面の建具は折りたたみ戸であったと復
原考察したが，そうであれば開け放すことができ，戸口で
ある以上，その前方に露台（バルコニー）あるいは庇付き
のベランダが設けられていたはずである。今は庭の高木や
近隣の建物で視界が妨げられているが，伊藤節氏によれば
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図72 浴室の柱の被せ板（痕跡図の⑰）
図74 奥行1.5尺の出窓（開き窓）の例（図のと，ち）
図73 台所外壁のハッチ（内壁まで隙間がある）
ここから眼下を遠くまで見渡せ，南東に在る昭和女子大学
がよく見えたという（直線距離で約900m）。
原邸の主屋は南北軸をやや東に振って配置されている。
そのため，同邸を敷地の東にある坂道を登って行くと，か
つては建物の南面と東面を同時に眺めることができたはず
である（図75）。また，門は敷地の東北端にあるため，訪
問者には今度は建物の東面と北面が見え，急傾斜の大屋根
が織りなす見事な造形が目に飛び込んでくる（図76）。建
物配置の軸をずらせた真意はさておき，原邸の持つ大きな
魅力である。
以下，意匠ならびに間取りについて考察を加える。
玄関脇に洋間を設けることは，大正から昭和にかけて建
てられた多くの和洋折衷式の住宅に見られる。その際，洋
間の外観は傾斜の強い屋根と縦長の窓を持ち，他の和室部
分（引違い戸，緩勾配の屋根と和瓦葺き，押縁下見，真壁造りな
ど）とは区別されることが多い。
例えば，世田谷区内において当研究室が調査した住宅で
は，S家住宅（太子堂，昭和初期築，図77）8），平井邸（奥沢，
昭和5，6年築，図78）9），K家住宅（梅丘，昭和7年築，図79），
松居邸（奥沢，昭和13年築，図80）10）などに見られる。
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図75 坂道の下から原邸を見る（樹木の背後に
建物の南面ならびに東面が見える）。
図76 原邸正面側全景
図77 S家住宅の創建時復原模型（太子堂，昭和初期築）
図78 平井邸（奥沢，昭和5，6年築）
図79 K家住宅（梅丘，昭和7年築）
図80 松居邸（奥沢，昭和13年築）
それに対して，原邸は大屋根を架け，建物全体を洋風の
外観で包み込んでいるため，外部からは和室の存在が感じ
られない。
原邸の開口部は開き窓（戸），しかも外開きなので，戸
袋付きの雨戸は設けられない。洋式住宅では鎧戸を雨戸代
わりにするが，鎧戸もない。昭和戦前に流行った鉄格子は，
応接間南面の小さな嵌め殺し窓にのみ付く。しかし，それ
は防犯上というよりアクセントである。
このように，通常の感覚では原邸における防災や防犯上
の配慮は十分とは言えないだろう。室内の階段室前に鍵の
かかる引戸を立て込んだのは，手薄な防犯上の対処であっ
たのかもしれない。反面，それゆえに原邸は，白塗りの外
壁に茶系の開口部の窓枠が映えるすっきりとした意匠を持
つと言える。
通常和室には1間幅の押入れが付く。しかし，原邸では
この種の押入れは納戸（女中室）と2階東6畳間の他にな
い。そのため，応接間に隣接する6畳間で使用する布団は，
茶の間の押入れから出し入れしている。押入れが少ないと
収納に影響する。2階東6畳間の両側面に造り付けた押入
れは，収納空間を確保するためからであろう。その意味で
同室は居室というより，納戸と見なせる。
しかし，同所の押入れの内壁は斜めになり，見た目ほど
収納できない（図46）。ここでも，いかに外観（急傾斜の大
屋根）を重視していたかが窺える。
間取りについては，廊下を挟んで南に居室を，北に水回
りを配しているので，中廊下式のように見える。中廊下式
は以下のように位置付けられている11）。
「明治以降の近代化により，新しい社会階級としてサラ
リーマン階級が登場した。このサラリーマン住宅の初期の
例として中廊下型住宅があり，この型は戦前の日本の都市
中流住宅の一つの典型であった。その特徴は，家の中に生
産の場をもたないことと，部屋間を廊下を使って行き来で
きるため，部屋の独立性が高まったことだった。しかし，
部屋を襖で仕切る点ではそれまでと同じで，プライバシー
の確立とまでは行かなかった。さらに，家父長制度の下，
座敷，応接間など主人の場所が重視された型であった。」
原邸では，廊下から茶の間に行き来できず，廊下が主要
諸室に通じていないので，厳密には中廊下式とは言えない。
通常，中廊下式の廊下幅は半間であるのに対して，そもそ
も廊下の幅が広いのである。
この1間幅の廊下には2人掛けのベンチが据えられ，待
合室のような雰囲気を醸し出している（図20）12）。内開き
のドアの存在からして，施主は洋式を強く意識し，そして
接客を重視していたように考えられる。
この玄関ドアの土間は1坪である。戦前の土間の大きさ
と家屋の建坪の関係については以下の目安があるので，そ
のまま引用する13）。
「一坪の玄関―これは延坪二十坪内外の住宅に相応しく，
玄関としては最小のものである（略）一坪半の玄関これは
建坪二十四五坪位からの住宅に相応しく（略）一坪半以上
の玄関は普通住宅としては不必要である。」
原邸の建坪は26.5坪なので，1坪土間は決して大きく
ない。
外観を大壁によって洋風意匠で包む場合でも，室内の和
室は伝統的な造作をして，洋間は大壁造り，和室は真壁造
りとして区別することが多い。例えば，尾澤醫院兼住宅
（世田谷区世田谷，昭和7年築，図81）は陸屋根を持つ木造2
階建てで，外観全体をモルタルならびにリシン落とし仕
上げとする洋館である14）。室内には床の間を持つ本格的
な和室があるが，外壁の室内側に障子を立て込んで，和室
の雰囲気を損なっていない（図82）。
その点，原邸では，床の間のある2階6畳間の南面には
折りたたみ戸が設けられたと推察でき，和洋の造作が混在
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図81 尾澤醫院兼住宅（世田谷，昭和7年築）
図82 尾澤醫院兼住宅の和室（障子を開けると外壁の開き窓
が現れる）
している。そして，何より原邸の室内は洋間と和室を問わ
ず真壁造りを主体とするところに特徴がある。
室内を真壁造りにした例に，やや時代は下るが，世田谷
区には旧小坂家住宅（昭和12年築，区指定文化財，図83）が
ある15）。同住宅の玄関脇に設けられた書斎は椅子座式で，
寄木張りの床，暖炉，そして出窓の意匠を洋風とするが，
面皮付の柱を縦横に組んで室内を造っている。
さらに例を上げると，あめりか屋の一連の住宅がある16）。
あめりか屋は橋口信助（18701928）が明治42（1909）年に
設立した住宅供給会社で，大正5（1916）年，住宅改良会
を発足させ，以後椅子座式の生活様式の普及に努めた。
あめりか屋が提供した洋風住宅は，外部を大壁，室内を
真壁で造る。建物内外を大壁造りにすると，開口部が大き
く取れないためどうしても閉鎖的になる。それは湿気の多
いわが国には向かない。そこで，柱間に制約なしに開口部
が設けられる真壁造りを取り入れたのである。また，この
方法で通常の大壁造りよりも建設コストは引き下げられ，
洋風住宅の普及につながるとのねらいがあったという。あ
めりか屋による住宅は大正5（1916）年から昭和18（1943）
年までに計506棟あり，そのうち東京ならびに近郊に173
棟が建てられた17）。
原邸におけるあめりか屋の影響の有無はわからないが，
真壁造りを活かした大きな開口部を持つ。そこに縦長の開
き窓（戸）が連続して立て込まれて，この洋館を魅力的で
かつ開放感のある建物にしている。
結 論
以上の考察を通じて，原邸については次のようにまとめ
ることができる。
・原邸のもともとの施主は伊藤誠であり，地主であった。
同邸の建築年は確定できないが，登記簿上，伊藤誠の家督
相続時の昭和2（1927）年頃から同5年頃と推察する。
・昭和26（1951）年に当該住宅を購入した原乙未生は陸軍
中将にまでなった軍人である。軍関係者の配慮によって太
子堂に居を構えたことは，駒場練兵場をはじめ陸軍と関係
の深い世田谷の土地柄と無縁ではない。
・原家の入居後，離れと縁側が増築され，便所，浴室，台
所は改修されたが，それ以外は部分補修であり，創建時の
姿をよく保持している。
・原邸は，大正期から昭和戦前に至る住宅によく見られた
中廊下式の影響を受けている。しかし，主要諸室が廊下で
結ばれていない点で中廊下式とまでは言えない。
・また，玄関脇に洋間を，その奥に南面して和室を配する
点で，同時代の和洋折衷式の間取りと共通するが，外観上
は和風の要素はほとんどなく，極めて洋風志向の強い住宅
である。
・この洋風志向は，大壁造りの外観，急傾斜の大屋根，内
開きのドア，1，2階とも一貫して使用された開き窓（戸），
玄関土間に続くベンチ付きの1間幅の廊下に顕著に見られ
る。
・一方，原邸における洋間（応接間）は真壁造りで，とく
に東面には床の間のように落とし掛けを持つ垂れ壁があり，
連続する開き窓とともに和洋が折衷されている。また，唯
一床の間を持つ2階西6畳間の南面には折りたたみ戸があ
ったと推察され，さらに，茶の間西面では中央に地袋付き
の棚と窓を，その両脇に押入れを配したシンメトリーの構
成がなされている。このような和洋の混在こそが原邸の特
徴と言える。
・その意味で原邸は，例えばあめりか屋が大正期から昭和
にかけて洋風住宅で試みたような新たな和洋折衷の流れの
中に位置付けられる。
・概して，戦前の家具類は残ることは少ない。原家に残る
応接セットは，建物と同じ昭和初期のものと目され，創建
時の好みをよく伝えていて貴重である。
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